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応
募
作
品
最
優
秀

作
品
の
紹
介
！

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

河
原
町
今
出
川

上
る
一
帯
は
、
洛
中

と
洛
外
と
の
出
口

に
あ
た
る
た
め
、

「
出
町
」
と
称
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
は

御
土
居
が
四
角
く

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

　

前
回
の
正
解
は

出
町
桝
形
商
店
街
で
す
。

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載
の
場

合
あ
り
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役

所「
か
み
ぎ
ょ
う
」係
ま
で
。
締

切
り
は
10
月
31
日（
消
印
有
効
）。

囲
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
桝
形
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
桝
形

は
、
そ
も
そ
も
城
廓
に
侵
入
す

る
賊
を
惑
わ
す
た
め
の
構
造
で

す
が
、
出
町
に
は
鴨
川
の
水
害

を
防
ぐ
目
的
で
も
設
け
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

　

大
原
口
と
し
て
、
ま
た
京
の

玄
関
口
と
し
て
、
栄
え
た
商
店

で
形
成
さ
れ
ま
し
た
。（
い
）

ヒント　
新教育施設建設のため、
解体されます。

ここはここは
　どこ？　どこ？

第223回

京
の
協
食

〜
食
事
と
運
動
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
切
！
〜

形
は「
コ
マ
」の
イ
メ
ー
ジ
で
す
！

　

皆
様
、
京
都
市
の
「
京
（
み

や
こ
）・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
を
コ
マ
に
例
え
て

示
し
た
も
の
で
、
料
理
例
に
京

の
旬
の
食
材
や
季
節
の
出
会
い

も
ん
を
使
っ
た
料
理
や
、
古
く

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
お
ば

ん
ざ
い
等
を
加
え
て
い
ま
す
。

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
か
っ
た

り
、
運
動
が
十
分
で
な
い
と
コ

マ
は
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

昨
年
、「
和
食
〜
日
本
人
の

伝
統
的

な
食
文

化

〜
」

が
ユ
ネ

ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
今
ま
で
の
食
生
活
を
見

直
し
、
日
本
型
食
生
活
で
あ
る

「
主
食
」「
主
菜
」「
副
菜
」
が

揃
っ
た
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
」
と
「
適
度
な
運
動
」
の
実

践
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
運
営
の
食
と
健

康
情
報
発
信
サ
イ
ト

「
京
・
食
ね
っ
と
」
も

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎

432
・
３
２
２
１
）

　

近
年
、
児
童
虐
待
が
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
上
京
区
で
は
「
上
京
区
子
育

て
支
援
連
絡
会
」「
上
京
区
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設

置
し
、
地
域
に
お
い
て
迅
速
か
つ

的
確
で
身
近
な
支
援
が
で
き
る
体

制
の
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、児
童
虐
待
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
の
あ
る
方
が
増
え
、

虐
待
の
早
期
発
見
や
未
然
防
止
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
の
方
が
相
談
し
や
す

い
環
境
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
８
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
（
開
場　

午
後
１

時
）

場
所　

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川（
東
堀

川
通
下
長
者
町
下
る
）２
階「
加
茂
」

内
容　

第
１
部
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

基
調
講
演
「
児
童
虐
待
の
未
然
防

止
に
つ
い
て
〜
関
係
機
関
の
支
援

と
役
割
〜
」

講
師　

坂
本
正
子
氏
（
甲
子
園
大

学
心
理
学
部
教
授
）

　

長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き

た
上
京
区
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
ち
歩
き
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
「
平
安
宮
、

源
氏
物
語
の
舞
台
か
ら
豊
臣
秀
吉

を
経
て
、
昭
和
ま
で
」
が
テ
ー
マ

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
24
日
（
月
・
休
）
午

前
10
時
か
ら
正
午
ご
ろ
ま
で
（
午

前
９
時
30
分
か
ら
受
付
。）

　

恒
例
の
秋
の
上
京
茶
会
が
、
妙

蓮
寺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

妙
蓮
寺
は
、
日に

ち

像ぞ
う

聖
人
を
開

基
と
す
る
お
寺
で
す
。
書
院
か
ら

眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
十
六
羅

漢
石
庭
」
は
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
贈

ら
れ
た
臥が

牛
ぎ
ゅ
う

石
を
中
心
に
、
白

砂
に
十
六
羅
漢
に
見
立
て
た
置
石

が
配
置
さ
れ
て
い
る
美
し
い
庭
で

す
。

　

深
ま
る
秋
の
澄
ん
だ
空
気
の
も

と
、
一
碗
の
お
茶
を
楽
し
み
、
こ

こ
ろ
豊
か
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
）

場
所　

妙
蓮
寺
（
寺
ノ
内
通
大
宮

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
新
１
年
生
の
保
護
者
の
方
へ

　

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
の
は
、
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

児
童
で
す
。
区
役
所
か
ら
入
学
に

関
す
る
書
類
（「
入
学
届
」）
を
、

10
月
22
日
（
水
）
頃
郵
送
し
ま
す

の
で
、
11
月
５
日
（
水
）
ま
で
に

指
定
の
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
国
・
私
立
小
学
校
に
入
学
を

予
定
し
て
い
る
方
、
引
越
し
の
予

定
が
あ
る
方
も
必
ず
指
定
の
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
学
届
が
届
か
な
い
場
合
は
、





















































〝
介
護
者
の
つ
ど
い
〞に

お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

こ
の
度
、
介
護
付
き
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
施
設
見
学
を
実
施

し
ま
す
。
当
日
は
、
ご
入
居
者

と
同
じ
昼
食
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
施
設
職
員
や
地
域
の
支
援

者
、
参
加
者
の
方
々
と
懇
談
し

ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
お
話
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
14
日
（
金
）
正
午

〜
午
後
２
時

場
所　

洛
和
会
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ

御
所
北
（
新
町
通
上
立
売
上

る
）

※
駐
車
場　

無
。駐
輪
場　

有
。

対
象　

区
内
在
住
の
高
齢
者
を

介
護
し
て
お
ら
れ
る
方

定
員　

15
名
（
先
着
順
）

費
用　

768
円

申
込
み　

11
月
7
日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
か
℻  
で
氏
名
と
電

話
番
号
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

外
出
を
お
手
伝
い
し
ま

す
！

　

区
社
協
で
は
、
有
償
運
送
講

習
会
を
受
講
し
た
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
福
祉
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

区
内
在
住
の
方
で
、

・
身
体
に
障
害
が
あ
り
、
外
出

に
車
い
す
が
欠
か
せ
な
い
方

・
公
共
交
通
機
関
（
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
）
の
利
用
が
困
難
な
方

利
用
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
（
土
日
祝
・
年
末
年
始
は
休

み
）
※
最
大
４
時
間

行
先　

上
京
区
周
辺

費
用　

一
回
、
500
円

※
そ
の
他
、
実
費
（
駐
車
料

等
）
は
、
別
途
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す
。

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
、
℻  
432
・
９
５
３
６
、

堀
川
通
中
立
売
西
入
一
筋
目
下

る　

元
聚
楽
小
学
校
内
）

第
２
部
（
午
後
２
時
30
分
〜
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
乳
幼
児
期
に
お
け
る
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

坂
本
正
子
氏

パ
ネ
リ
ス
ト　

梶
原
貞
江
氏
（
市
児
童
相
談
所
主

席
児
童
福
祉
司
）

松
田
三
二
三
氏
（
上
京
保
健
セ
ン

タ
ー
母
子
・
精
神
保
健
係
長
）

山
田
惠
子
氏
（
西
陣
学
区
主
任
児

童
委
員
）

定
員　

100
名
（
事
前
申
込
制
、
先

着
順
。）

参
加
費　

無
料

※
参
加
希
望
の
方
、
保
育
が
必
要

な
方
、
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を

ご
希
望
の
方
は
、10
月
31
日
（
金
）

ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

主
催　

京
都
市
、
上
京
区
子
育
て

支
援
連
絡
会
、
上
京
区
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会

問
＝
支
援
保
護
課
支
援
第
一
担
当

（
☎
441
・
５
１
１
９
、
℻  
441
・
７

２
１
１
）

※
雨
天
決
行
（
荒
天
時
の
中
止
に

つ
い
て
は
、
当
日
午
前
８
時
以
降

に
「
京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
」

（
４
面
参
照
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

集
合
場
所　

生
涯
学
習
総
合
セ
ン

タ
ー
「
京
都
ア
ス
ニ
ー
」（
市
バ

ス
「
丸
太
町
七
本
松
」
す
ぐ
）

ガ
イ
ド　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
平
安
京

参
加
費　

無
料

東
入
）

懸
釜　

裏
千
家

お
茶
券　

千
円
（
一
席
の
み
）

地
域
力
推
進
室
（
事
業
担
当
）
で

10
月
17
日
（
金
）
か
ら
販
売

※
販
売
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。

主
催　

上
京
区
文
化
振
興
会
、
上

京
区
役
所

問
＝
地
域
力
推
進
室
（
事
業
担

当
）（
☎
441
・
５
０
４
０
、
校
舎

棟
１
階
㉓
番
窓
口
）

市
民
窓
口
課
記
録
担
当
（
☎
441
・

５
０
５
６
、
プ
レ
ハ
ブ
棟
１
階
④

番
窓
口
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

就
学
時
健
康
診
断
の
日
程
に
つ

い
て
は
、「
入
学
届
」
の
提
出
時

に
学
校
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

※
来
年
、
中
学
校
へ
入
学
さ
れ
る

方
の
入
学
手
続
き
等
は
来
年
１
月

で
す
。

問
＝
指
定
の
学
校
又
は
市
教
委
調

査
課
（
☎
222
・
３
７
７
２
）

※
就
学
時
健
診
に
つ
い
て
は
指
定

の
学
校
又
は
市
教
委
体
育
健
康
教

育
室
学
校
保
健
担
当
（
☎
708
・
５

３
２
１
）

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

日
時　

11
月
11
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

 

地
域
力
推
進
室
（
広
聴
担
当
）

（
校
舎
棟
１
階
㉓
番
窓
口
）

問
＝
京
都
行
政
評
価
事
務
所
（
☎
802
・
１
１
０
０
）

上京区民ふれあい史蹟ウォーキング
　さわやかな秋空の下、仁和の史蹟から妙心寺をめぐる
ウォーキングを開催します。
　区民の皆様をはじめ多くの方々のご参加をお待ちして
います。
日時　11月30日（日）午前10時～午後１時頃（小雨決行）
受付　翔鸞児童公園午前９時30分～10時
コース　翔鸞児童公園～観音寺～奥渓家住宅～法輪寺～
妙心寺～谷口の森児童公園（ゴール）
※ゴールにて現地解散となりますので、交通費等は自己
負担願います。
定員　200名（先着順）
申込み　10月17日（金）から11月10日（月）まで「京都
いつでもコール」（４面参照）にて受付
※中止については、当日午前８時以降に「京
都いつでもコール」にお問い合わせください。
主催　上京区民ふれあい事業実行委員会
共催　上京区役所
問＝地域力推進室（振興担当）（☎441-5040）

「ころばん塾」（運動器の機能向上プログラム）
日　時 会　場 内容・定員

11月４日～１月27日の
毎週火曜日全11回
午前９時30分～10時30
分（休12月23日・12月
30日）

元待賢
小学校

（猪熊通丸
太町下る）

内容
ストレッチ、下肢筋
力向上、バランス能
力向上、転倒予防運
動、体力測定、講話
など

定員
10名程度（先着順）

11月６日～１月29日の
毎週木曜日全12回
午後３時～４時（休１月
１日）

鴨沂会館
（荒神口寺
町東入）

※いずれも要支援・要介護状態以外で区内在住の65歳以
上の方が対象。要予約。参加費無料。
申込先　上京区地域介護予防推進センター（☎417-4707、
小川通今出川下る西入東今町　京都市小川特別養護老人
ホーム内）
問＝支援保護課支援第二担当（☎441-5121）「市街灯について」

　北部土木事務所では、上京区内に約3,300灯
ある市街灯（道路照明灯）を管理しています。
　球切れなどを見つけられた場合は、電柱の番
号札に記載の番号（上○○○○番）をお知らせ
ください。番号がわからない場合は、町名など
をお知らせください。
　また、新設のご要望も
受け付けております。現
地調査を行い、設置の判
断をします。（付近の皆様
のご了解を得ていた
だくなどのご協力を
お願いしています。）
　なお、本市では計
画的に、既存の市街
灯（道路照明灯）の
LED化を進めており
ます。
問＝北部土木事務所
（☎492-3111）

こんにちは北部土木事務所です

　陶磁器の文房具は、白磁をはじめとした染
付、色絵の作品で名高い陶芸家の竹中浩先生
だけが、日本で本格的に取り組んでおられま
す。文人が愛した文具作品と歴史に触れ、水
墨画の技法であるたらし込み（薄墨を塗って
乾かないうちに濃墨を垂らし、にじみの効果
を生かす技法。）に、挑戦してみましょう。
日時　11月２日（日）午後１時30分～（90分間）
場所　ｂe京都（新町通上立売西入る上る）
講師　竹中浩（府無形文化財保持者　陶芸家）
受講料　3,000円　　定員　20名（先着順）
申込み　10月29日（水）までに、電話（☎417-
1315）かメール（info@be-kyoto.jp）にてお申
し込みください。
講座内容　焼き物、陶器文具の魅力ほか
主催　be京都エデュケーションプロジェクト

　この日の為だけに用意したお
けいこを短めの時間とお手頃価
格で、体験できるイベントです。
つまみ細工や螺鈿、アクセサ
リー作り、苔玉作り等、京都近
郊から様々なおけいこが約15
ブース、お寺に集まります。
日時　10月25日（土）午前11時
～午後５時
場所　本法寺開山堂・尊陽院
（堀川寺之内上る東側）
主催・企画・運営　京おんなの
おけいこマルシェ http://www.
okeikomarche.com/

上京区民まちづくり活動支援対象事業

暮らすように楽しむ美術塾
「陶磁器の文房具を愉しむ─講話と演習」

京おんなの
おけいこマルシェ
─お寺でおけいこ、つまみ食い─
～京都の伝統あるお寺が１日だけ女性
のための体験マルシェに大変身！～

　本市では、納税の公平性と市税収入の確保
のため、滞納市税の徴収強化に努めています。
11月と12月の２か月間は、市税の「滞納整理
強化期間」として、全市で集中的に市税徴収
の取組を進めていきます。
　期間中、昼間や平日に連絡のとれない方に
対し、夜間・休日の各戸訪問や電話による納
税の指導、催告を実施します。納付に進展が
ない場合は、法令に基づき徹底した財産調査
や実態調査を行い、財産がありながら納税さ
れない場合は、差押えを実施します。
　特別な事情で納付が困難な場合は、早急に
納税課までご相談ください。
問＝納税課（☎441-5096、プレハブ棟２階⑬窓口）

１日目・健診
12月３日（水）９：00～10：30
青年期健康診査　500円（免除制度　有）
内容　問診、身体計測、診察、血圧測
定、尿・血液検査
•希望者は、骨粗しょう症予防健診
（要予約、1,000円（免除制度　有））、
歯科相談（無料）、胸部検診（無料）
を同時受診できます。
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２日目・ヨガ
12月17日（水）
９：30　受付開始
９：45　 健診結果の説明、 

運動実技「ヨガ」
11：30　 個別相談（希望者のみ） 

（２日目は無料）
•水分補給できるものをお持ちにな
り、動きやすい服装でお越しください。

対象　区内在住の18歳から39歳まで（昭和50年４月１日以降にお生まれの方）の
女性で、健診を受ける機会がなく、２日とも参加できる方。
定員　先着20名
※両日とも、お子様と一緒に来所いただけます。
　お子様用のミルクやお茶、オムツはご持参ください。
申込み　10月20日（月）８：30から電話で受け付けます（先着順）。
問＝健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎432-3221）

上京区地域介護予防推進センター　─滞納市税の一掃を目指して！─
11月及び12月は「滞納整理強化期間」です

、 
ガ」
望者のみ） 

健診×ヨガ講座
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